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消
費
税
増
税
中
止
せ
よ
Ｊ

＝
新
婦
人
の
会
街
頭
宣
伝
＝

民
生
協
前
や
清
陵

町
、

南

清
水

沢
な
ど
の
住
宅

地
を
ま
わ
り
ま
し
た
。

「
社
会
保
障

の
た
め
」

は
ウ
ソ

く
ま
が
い
市

議

は
消

費
税
増
税
と
社
会
保
障

切
り
下
げ
を
決
め
た
の

は
自

民
・
公
明

・
民
主
の

「
３
党
合
意
」
に
よ
る
も

の
で
、
財
界

。
大
企
業
を

優

遇
す
る
こ
の
税

制
が

国

の
経

済

も
財
政
も
悪

く
す

る
大
改
悪

で
あ

る

こ

と
を
訴
え
ま
し
た

さ
ら
に
こ
の
増

税

が

年
金
の
削
減
や
保
険
料

増
額
と
か
さ
な
り
国
民

の
負
担
が
消
費

税
分
で

８
兆
円
、
医
療
、
年
金
、

ま
し
た
。

来
年

の

一
斉
地
方

選
挙
で
変
え
よ
う

く
ま
が
い
市

議

は
日

本
共
産
党

の
政
策
と
し

て
消
費

税

に
頼

ら
な
い

別

の
道

が
あ
る
こ
と
も

説
明
し
ま
し
た
。
そ
の
ひ

と
つ
が
大

企

業

の
内

部

留
保
の

一
部
を
賃
上
げ

に
回
す
こ
と
と
し
、
２
７

２
兆

円

の
内

部
留
保

か

ら
１
％
を
使
え
ば
８
割
の

大
企
業
で
月
額
１
万
円

の
賃

上
げ
が
可
能
だ
と

具
体
的
な
政
策
を
話
し

ま
し
た
。

こ
の
他
に
も
中

小
企

業
支
援
で
最
低
賃
金
を

引
き
上
げ
る
政
策

や
、

一雇
用
の
ル
ー
ル
を
強
化
し

て
正
規
雇
用
を
増
や
す

政

策

を

説

明

し
ま

し

た
。ま

た
、
１
９
９
７
年
に

５
％
へ
増
税
し
た
時
、
家

計
の
底
が
抜
け
大

不
況

の
引
き
金
に
な
っ
た
こ
と
、

そ
の
た
め
税
収
が
減
り
、

財

政
も
悪

化
し
た
こ
と

な
ど
を
語
リ
ゴ
」
の
教
訓

が
何
も
生
か
さ
れ
て
い
な

い
安
倍
政
権
を
批
判
し
、

来
年
の

一
斉

地
方
選
挙

で
，
」の
情
勢
を
変
え
ま
し

ょ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

||

「ともに考えよう !

―自治の基礎理論
地域・自治体と議員の役割」
か ら 実 践 ま で 一
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≦
ダ
悪
轟
加

消
費
税
増
税

の

不
当
性
を
訴
え

新
婦
人
の
会
夕
張
支

部
は
消
費
税
増
税
の
始

ま
っ
た

４
月

１

日
、
日

差
し
は
有
る
も
の
の
吹
く

風
は
ま
だ
冷
た
く
、
外
を

歩

く
人

の
姿

は
あ
ま
り

見
か
け
な
い
な
か
、
久
世

支
部
長
を
先
頭
に
、
い
よ

い
よ
始
ま
っ
た
暮
ら
し
破

壊

の
消
費
税
増
税
に
た

い
す
る
不
当
性
を
訴
え
、

約

一
年

半
後
に
１
０
％

を
予
定

し
て
い
る
増

税

を
何
と
し
て
も
阻

止
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
市

介
護
な
ど
社
会

保
障

の
改
悪
を

あ

わ
せ
る
と

１

０
兆

円
に
も
な

る
と
し
て
「社
会

保
障
の
た
め
」
と

い
う
政

府

の
説

明

は
真

っ
赤

な

ウ
ソ
で
あ
る
こ
と

も
詳
し
く
訴
え

４

月

１２

日
、
札

幌

コ

ン
ベ
ン
シ
ヨ
ン

セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
北

海

道

市

町

村

議

会

議

員

研

修

会

が

開

催

さ

れ
、
全
道
各

地

か
ら
１
０

５

人

が

参

加

し

ま

し

た
。第

１
部
の

全

体

会

で

は
、
「憲
法

・

地

方

自

治

を
め
ぐ
る
昨

今

の
動

向

と
、
地
方
議

〈
本
■
議
百
員
の

役
割

」
と
題

し
て
、

２‐
世

紀
型
自

由

・

自

治

民

権

運
動

へ
～
福

島

。
原
発
事

故

災

害

＝

「
現
代

文
明

の
限
界
宍
成

長
神
話

。
安

全

神

話

の

崩

壊

）
↓

″

人

間

の
復

興

″
と

新

た
な
社
会

の

あ
り
方

が
求

め
ら
れ
て
い
る

＝
「
憲

法
前

文

¨
恐
怖
と
欠

乏
か
ら
免
れ
…
」
↓
現

代

の

貧

困

の
克

服

…

２‐
世
紀

に

入
り
成

熟

社

会

を
迎

え
た

今

日
、
「
豊

か
さ
と
幸

せ
の

質
が
求
め
ら
れ
る
」
～
『
都
市

の
時

代

』
か
ら
、
豊

か
な
自

然
環
境
と
安
全

・安
心
な
職

が
身

近
に
あ
る
地
域
、
明
る

い
元
気
な
子
ど
も
の
声
が
す

る
地
域

、
社

会

に
役
立

つ
て

い
る
こ
と
が
実

感

で
き
る
働

き
場

の
創
造
を
試
み
て
い
る

地
域

な
ど
、
置
ユ
か
な
生

活

と
生
業
の
場
そ
の
も
の
」
に
か

わ
り
つ
つ
あ
る
。

さ
ら
に
、
人
と
人
が
つ
な
が

り
社
会
を
つ
く
る
カ
ム
社
会

力
員

門
脇

厚

司
）
、
さ
ら
に

人

間

関

係

の
豊

か
さ
を
社

会
の
資
本
と
と
ら
え
る
概
念

（ダ
一三
ル
・
ア
ル
ド
リ
ッ
チ
）
等

が
紹
介

さ
れ
、
【
２０
世
紀
に

お
け
る
転
換
期
】
と
し
て
、
▼

１
９
２
０
年

代

＝
日
本
で
は

大

正

デ

モ
ク
ラ
シ
ー

下

で

『
軍
縮
と
分
権
に
よ
る
文
化

国
家

へ
の
移

行

』
が
提

唱
さ

れ
、
石
橋
湛

山
は
「
徹

底

せ

る
分
権

主
義

」
を
主

張
。
▼

第

二
次
世
界
大
戦
直
後

国

際
連

合

発

足
↓
エ
ネ
ス
コ
発

足

４８
年
「
世
界

人
権
宣

言
」

▼
１
９
６
８
年
前

後
～
欧
米

日
の
高

度

経

済

成

長

の
陰

り
と
影

の
顕

在

化

～
水

俣

病
な
ど
の
四
大
公
害
の
た
た

か
い
を
経
て
、
人
類
の
共
存
ヘ

と
志
向
し
て
い
る
。
「道
州
制

は
国
際
競

争

力
を
持

つ
経

営
主
体
と
し
て
構
築
Ｌ

（住

民
の
暮
ら
し
を
守
る
）
生
業

と
生

活
の

一
体
的
政
策

化

（地
域
で
産
業
と
雇
用
の
創

設
等
の
条
例
制
定
を
最
大

限
に
活
用
）
、
地
域
文
化
創

造

政
策

・
教
育

委
員
会

制

度
の
役
割
と
議
会

・学
校
教

育

。
社
会
教
育

。
子
ど
も
発

達
支
援
の
連
携
を
。
」

第

２
部

分

科

会

は
、
①

「
地
域
経
済
の
循
環
づ
く
り

～
中
小
企
業
振
興
基
本
条

例
の
役
割
～
」
②
「貧
困
・生

活
困
窮
者
支
援
と
子
ど
も

子
育

て
支
援

～
地
域
と
自

治
体
の
役
割
～
」
③
「自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
と
自
治

体

」
④

「
ま
ち
研
を
つ
く
ろ

う
」
の
４
分
科
会
に
分
か
れ

て
学
び
、
地
域
の
交
流
や
意

見
交
換
を
交
え
て
の
内
容
の

濃

い
研

修

会

と
な
り
ま
し

た
。
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葛さんの

症
は
食
べ
た
こ
と
を
忘
れ

ま
す
～
」
と
の
答
え
。
「
検

査
を
し
て
初
期
の
う
ち
か

ら
治

療

す
る
と
進

行

を

遅

ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
」
と
の
説
明
に
、
参
加

者

か
ら
は
「
早
く
病

院
で

診
て
も
ら
つ
た
ほ
う
が
い
い

ん
だ
ね
～
」
の
声
。

最
後
に
、
清
陵

町
連
合

町
内

会

長

の
森

谷

猛
さ

ん
か
ら
「
認
知
症
に
つ
い
て
、

理
解
が
深
ま
っ
た
。
住

民

み
ん
な
で
声
を
掛
け
合
い

助
け
合
っ
て
い

」う
」
と
挨

拶
が
あ
り
、
学
習
会
を
終

了
し
ま
し
た
。

こ
ん
な
に
早
く
、

な
ぜ
夕
張
で
メ
ー
デ
ー
が
？

東
京
の
メ
ー
デ
ー

（
５
月
２
日
）
に
含
わ
せ
て
い
る
事

や
、
「
数
十
名
」
と
い
う
人
数
、
ま
た
「
鉱
出
事
務
所
の
塀

近
＜
ま
で
の
行
進
」
と
い
う
と
、
当
時
の
鉱
出
事
務
所
（
タ

張
採
炭
所
）
は
夕
張
神
社
右
手
に
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
居

住
地
か
ら
で
は
結
構
な
距
離
で
す
。
一こ
の
間
を
デ
モ
（
行

進
）
し
た
の
で
す
か
ら
、
す
ご
い
こ
と
で
す
。
た
ま
た
ま
起

き
た
事
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

夕
張
の
炭
鉱
が
１
８
９
０
年
（明
治
２
３
年
）
に
開
鉱
し
て

か
ら
相
次
ぐ
災
害
の
抗
議
や
待
遇
改
善
の
運
動
が
暴
発
的
に
起
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
そ
の
多
＜
は
、
自
然
発
生
的
な
行
動
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

炭
鉱
夫
の
組
織
す
す
む

１
９
１
０
年
代
に
な
る
と
全
国
の
鉱
山
炭
鉱
の
坑
夫
の
組
織
化
が
す
す
み
ま

す
。特

に
、
１
９
１
９
年
に
は
全
国
坑
夫
組
合
が
設
立
を
み
ま
す
。
当
時
高
松
地
区

に
住
ん
で
い
た

「
坂
□
角
蔵
」
の
息

子
で
早
稲

田
大
学
の
学
生
だ
っ
た

「
坂

□
義

ム促

が
、
一Ｃ
の
設
立
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
彼
は
東
京
に
あ
っ
て
、
足
尾
銅
Ш
や

伊
豆
の
鉱
山
な
ど
で
坑
夫
の
組
織
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

夕
張
で
は
、
坂
□
親
子
そ
し
て
義
治
の
兄

「
坂
□
鶴
治
」
な
ど
の
頑
張
り
も
あ
っ

て
３
０
０
人
の
坑
夫
を
結
集
し
「
全
国
坑
夫
組
含
夕
張
支
部
」
を
結
成
、
翌
年
「
９

２
０
年

（大
正
９
年
）
４
月
に
は
「
夕
張
連
含
会
」
へ
と
発
展
し
組
含
員
は
２
０
０
０

人
を
超
え
る
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
み
る
と
、
中
央
で
活
動
し
て
い
た
坂

□
義
治
な
ど
か
ら
、
メ
ー
デ
ー
の
機

運
が
夕
張
の
炭
鉱
夫
の
中
に
持
ち
込
ま
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
う
し
て
、
“ｘ
害
の
抗
議
と
組
織
化
の
中
で
、
全
国
的
な
た
た
か
い
の
盛
り
上

が
り
を
う
け
て
北
海
道
で
初
の
メ
ー
デ
ー
が
夕
張
で
敢
行
さ
れ
た
の
で
す
。
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